
男鹿山塊 大蛇尾川 

  平成２０年８月１３日～１５日  

  Ｌ志満、平本（記） 

 

８月１２日２０：００ 志満さん宅出発。 

８月１３日。２：３０頃西那須塩原 IC 付近の道の

駅に到着し仮眠。 

翌朝７：２０に大蛇尾川林道入口に駐車して歩き

出す。この林道、中間部分は良く整備されている

が、入り口と終点付近は荒れて轍が深く、乗用車

では通行は無理。 

９：５０林道終点から取水堰に降りる。渓相も、青

い水も美しい美渓。二俣までは水量豊富な川の

中上流部の面影を保っている。 

１１：４０二俣到着。東俣は相変わらずの美渓の

様相だが、西俣はやや平凡な河原の様に見える。 

二俣には河原より一段高いところに整備された

（？）幕場があり、ブルーシートや薪がストックさ

れている。熱心な釣り人が泊まりがけで来るよう

だ。 

１２：１０ヤギ滝。平凡な河原の終わりに大岩の

堆積した崩壊地があり、左から直角にヤギ滝が

出合う。その沢で最初に現れる滝という物はとて

も印象に残る。特にこの滝は変わった形をして

いると思う。一段目は易しく、Ａ０混じりの二段目

も問題はない。釜の水は聞いていたとうりに深く、

ブルーで美しい。ここからナメ滝と釜がいくつか

出てきて美しい。『透明に近いブルー』も納得。 

時間があったら泳いだりして遊びたい所。 

１２：４０幅広８ｍ滝。左岸も右岸も巻きは容易そ

うではない。下から滝を見上げると上部は手が

かりがなさそうで、落ち口のＡ０スリングまでの

数歩が難しそうだ。実際に取り付いて見ると、ハ

ーケンが数枚あり、手がかりもあった。空身で登

った自分のリュックを上げる。志満さんもしっかり

と登ってきた。 

１３：２０ １０８０ｍ付近の３ｍ滝。左から巻いて

越える。この先ゴルジュ。と言っても圧迫感は無

い。左から階段状のはっきりとした滝が２本合流

してくる。 

この付近まで来ると、自分はだいぶ疲れが出て

来て歩が進まない。身軽にスイスイ先行する志

満さんをだいぶ待たせてしまう。彼女はそんな待

ち時間も地形図とコンパスの現在地確認に使っ

て無駄にしていない様子。 

１４：４０スダレ状１２ｍ、トイ状８ｍ、大ナメ３０ｍ。 

美しいナメ滝が、美しい水の釜を伴って連続する。

トイ状８ｍ滝の釜の美しさ、いずれも見所。さす

が百名谷の感が強くなる。 

１５：２０マタギ小屋跡。具体的に何処が小屋跡な

のか解らなかったが、右岸に平で広いところが

ある。自分はかなりバテが来ており、この辺で幕

としたい気持ちだったが、リーダーは明日の行

程を考慮して、大滝よりも上まで行くとのこと。明

日以降の天候は心配だったし、事実、二俣に帰

着したのが１８時過ぎになった事を考えると、こ

の時の志満さんの判断は適切だった。 

１５：３５大滝３０ｍ到着。自分はバテバテで暫く

は大滝と正対できなかった。 

一休みして落ち着いてからその迫力ある姿を観

察する。直登ルートと言われる所の下部は草付

きで中間はのっぺりしており、上部は灌木が掴

めそうに見えた。悪そうである。 

高巻きルートはすぐに解った。２０～３０ｍ戻った

左岸沢形から上がって、笹藪をトラバースし、太



い樅の木（？）の基から土バンドを下って、水流

右の灌木帯に出ることが出来る。灌木帯から改

めて直登ルートを眺めると、取り付きから見るよ

りも高さがあり、一層難しそうに見えた。 

灌木帯は落ち口より少し高いところでトラバース

をして、落ち口上に出る。 

自分は適切なルートが解らず、恐怖心からザイ

ルを出そうとするが、志満さんが先行するルート

をついていったら、ザイルは必要無かった。 

この高巻きで、『まだまだ自分は力量が足りない

な。』そんな現実を痛感させられた。 

大滝を越えると５ｍ、１０ｍのナメ滝がある。容易

だが見た目以上に良く滑る。 

１７：５０幕場。もうすぐ目的地の鹿ノ又沢出合い

だが、１３６０ｍ付近に小さいが快適そうな場所

があったので、ここで幕となる。 

砂利をどけると砂地となり、マットを敷かなくとも

快適に寝られる好幕場だ。急いでッエルトを張り、

薪を集める。 

８月１３日 

８：１５ゆっくりめの出発。沢は急に小さくなり源流

の様相。 

８：３５鹿ノ又沢出合。期待されるようないい幕場

は見あたらず、昨日の場所選びは適切だった。

奧の二俣までの間には小滝がいくつかあり、以

外と距離を感じた。 

９：１５奧の二俣。１４４０ｍで左岸から沢が入る

格好で二俣となる。一段高いところにテン場が見

える。ここから１８７２ｍ北のコルまで４３０ｍの

登りである。最初の１５０ｍ位は沢と薄い笹くらい

で楽である。空が近くなると笹も高く濃くなり、最

後の７０ｍ位は灌木も混じり大変だった。 

１１：５５ １８７２ｍ北のコル。笹の背丈は高くなく、

視界が効く。稜線上を林道の様に那塩スカイライ

ンがうねり、ＳＡらしき建造物まで見える。やや北

側に振りながら東俣を目指して笹原を下る。や

がて沢形になり、流れが出てきて沢の源流にな

る。赤い沢床のナメを下ってゆくと足下がスッパ

リと切れ落ちている。 

１３：５０ 凹状１５ｍ滝。３段くらいでもっと高さが

あるように見える。凹の中も激流だ。左岸を巻き

下る。 

１４：５０奧の二俣３ｍ滝。右岸を少し巻いてから

懸垂。ここから暫くは美しい白いナメを楽しみな

がら下る。 

二条２０ｍ滝。落口に下降用スリングがある。傾

斜は急で、滑りやすいので懸垂も楽ではなかっ

た。真っ直ぐ降りると釜の深いところに降りてしま

うので振り子をして逃げるが上手く行かない。 

すぐに２段３０ｍの滝。こちらはトラロープなどを

掴んでクライムダウンできた。この滝はスダレ状

に広がって美しい滝である。高さも３０ｍよりは

少し高いように見えた。 

１５：５０ Ｓ字トイ状滝。上から眺めると形が面白

い。右岸から巻き下れる。 

６ｍ、５ｍとナメ滝を下ると穏やかな流れとなりも

う滝はない。二俣が近くなると妙に魚影が濃く、

良形も瀬に出て活発だ。 

１８：３０二俣 何とか二俣に戻ることが出来た。

登りコースタイムの６５％が早いか遅いかは解ら

ない。すぐに幕を張り、薪もすぐに集まった。明

日は下山のみなので時間が遅くても気にならな

い。天気も心配したが星を見ながらゆっくりと過

ごした。 

８月１５日 

８：１５出発。天気は相変わらず良く、綺麗な川を

ゆっくり下る。 

９：５０取水口 いよいよこの美しい水色ともお別

れである。 

吊り橋を渡ると長い林道歩きが始まる。途中、雨

に降られたりもしたが、下山の林道上では気に

ならない。アブなどがおとなしくなって丁度良いく

らいだ。 



１２：２５ 大蛇川林道入口 通り雨が止むとアブ

たちがうるさい。急いで車に乗り込み温泉に向

かう。 

 

感想 大蛇尾川は想像していたよりも美しい、良

い川でした。水につかることも多いので今の時

期がシーズンと思います。害虫類も多くはありま

せん。特に危険という場所は無いのですが、立

った滝は直登が難しいものが多いと思います。 

対してナメは優しく美しく、緩急のある楽しい渓相

です。何より、西俣の水色の美しさは格別です。

色々な意味で自分には十分な手応えのある沢

に感じました。 

今回の山行が上手く進んだのはリーダーである

志満さんがどんどん引っ張ってくれたお陰だと思

っています。 

私は体力、高巻きの恐怖感克服などが課題にな

りました。同行して下さる方の足をあまり引っ張

る事のない様、改善をしたいと思います。 

ありがとうございました。 

 


